








































































年に北海道沙流郡平取町二風谷で生まれ、この談話資料が採録された当時は 64 歳であった。談話資料は 1989 年 11 月 5










殻を使いました。それはどうしてそういうこと（が）わかるかといえば、四年程前に平取町二風谷で poromoy の casi









語で sassi といいます。sassi をつける。そしてその合唱をつけたその上に、横に sakiri 屋根や壁の下地に張る細
い木それを sakiri といいます。それを当てて、その上に萱をのせるんですね。萱をのせる前に、akuppokunpet と
いって屋根裏にはる簾、そしてその上に萱を並べて屋根をふくんですね。屋根をふくことを akup といいます。屋根
をふくことを akup、先ほど言いましたが、この建てた柱穴、出土した色々な古いアレを見ると、ほたて貝で掘った
穴などはっきりわかりました。ほたて貝のことをアイヌ語では akketek と言います。akketek それからほっき貝の

































A  今日の話のはじめ 
B  お祝いについて 
C  今日の本題：家を建てる話 
D  柱を建てること 
E  「スコップ」で穴を掘った訳ではない 
F  「ほたて貝」を使った 
G  「ほっき貝」を使った 
H  穴の中に手を入れてみた 
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（杉村満）G タプカラは神様にお礼のことばでしょ。カムイ kamuy に対する。報告とお礼のことばだから。…H シ
ノッチャは、I自慢話とかいろんなもの（が）入ってくるから。 
（甲地）自分の（自慢話）…？ああ。それはやっぱり、カムイを…お迎えしたから？ 



























































と「タプカラ」となっている。C・C´は C が「シノッチャ」についての説明であるのに対し C´は「タプカラ」につい
ての説明である。 
 さて、上記のように、Bと B´では「タプカラ」と「シノッチャ」が配置された順序が逆転している。このことは、A・




































 G・G´から J・J´の箇所については次の通りである。 
 
G  タプカラは神様への「報告」と「お礼」の言葉 
H  シノッチャ 
I  自慢話やいろんなものが入ってくる 

























いる箇所である。「タプカラ」は概ね節が同じで内容がことなるという説明を Nと N´では行っている。 



















































G  タプカラは神様への「報告」と「お礼」の言葉 
H  シノッチャ 
I  自慢話やいろんなものが入ってくる 
・・・＜甲地の言葉＞・・・ 
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